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◎有事法制議論を党利党略の道

具にするな

 

 「自民党の内部も､強行突破論に傾いてきたようで

す。」 毎日､入れ替わり立ち代り新聞記者が私の部

屋をのぞきます。緊急事態法制(有事法制)が､与党

との修正協議の話し合いのやま場にさしかかっていま

す。
 

 民主党の提出した基本法と対処法修正案を、与

党・自民党がどの程度飲み込んで、話し合いに応じ

るのか。その度合いによって、与党の修正された法

案に私たちが、賛成するのか、反対するのかが決定

される事になります。
 

今の時点で、自民党の窓口になっている久間元

防衛庁長官（橋本派）は、できるだけの譲歩をした上

で､民主も賛成できるところまでの努力をしようという

意志が見えると言います。官邸（小泉さん周辺）や山

崎幹事長も、「8日の深夜まで待って､合意できなけ

れば単独採決もありえる。」と､口では厳しい事を言っ

て民主党を牽制しているが、できれば､民主党も賛成

した上での成立が望ましいという本音があると事前に

私達には伝わってきました。案の定、8日の時点で、

次の週まで議論を持ち越すことでいいと言う事になり

ました。
 

この流れに対して、「話し合いの余地なし。与党単

独でも早期の採決をすべきだ。」との考えを、おし通

そうとしている勢力もあります。その意志を反映して

か、最近､自民党国対委員長の中川秀直さんの言う

事が変わってきて、強引な態度が目につくと言いま

す。与党にとって、民主党が最終的にこの法案に反

対するように持っていくことが、国民に対して､バラバ

ラで頼りにならないと言うイメージをつくれると考えて

いる人たちです。
 

私達は､そんな政党間の駆け引きに乗っていくつ

もりはありません。民主党の主張する大事なポイン

私たちの主張は、政府案への大事な補強措置で

す。与党が､そのことは充分理解しながら、なおか

たくなな姿勢をとるとすれば、それは、自分達の

党利党略を優先させて、国家の安全装置をこわ

してしまうことになります。
 

 

◎北川正恭教授、マニフェストを大い

に語る
 

 4日に北川正恭（早稲田大学教授！）が、国会に

来て、私たち民主党の政策担当者とマニフェストの

作成について話し合いました。
 

 衆議院の解散時期が、10月から11月の間といい

う事が、現実味を帯びてきています。今度の選挙

は、政権をかけて戦う選挙。それだけに、私達も政

権をとった時には、これだけの政策はいついつまで

に必ず実現します。そのための、具体的な財源と､

プログラムを明示して、小泉政権のマル投げ先送り

に対して、はっきりとした機軸で政策論争を挑む事

が大切だと思っています。
 

 5月中には、民主党の第一次マニフェストがまと

まり、第二次､第三次と選挙直前まで､バージョン

アップしていきます。北川さんや彼の知事グルー

プとは、その過程で連携をとり、身近な生活者の

視点からの政策課題で日本の元気を取り戻すた

めの突破口にしていこうということになりました。
 

 北川さんは､近いうちに菅代表ともゆっくり話をする

機会を持つことになっています。
 

 

◎地方議員の勉強会を始めます
 

 三重県の民主党で、市町村会議員を中心にした

勉強会を発足しようと思っています。国では､市町

村合併への誘導策の破綻や、財源移譲の具体策

(補助金負担金､地方交付税と税財源移譲)の三

位一体論が出てきた途端に、財務省と総務省がケ

ンカをして、省庁の縄張り争いの域を出ない話にな

っています。
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トは、有事の時であるからこそ、戦前のように言

論統制や思想信条に対する弾圧などは決して起こ

さないように、その他の基本的人権も含め法律で

保障すること。大災害やテロの対応には､省庁の縦

割りでもたつかないためにも危機管理庁という総合

官庁で対応すること。有事のシビリアンコントロール

を高めること等々です。
 

 地方からの政策提言と、生活に密着した現場の

声を反映した勉強会にぜひ育てていきたい。私た

ちにシンパシーを感じてくれる議員の皆さんは誰

でも大歓迎。党の推薦とか公認､又は、会派にこ

だわらず、自立した議員の皆さんの参加を期待し

ます。
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